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取り扱いについて/まな仕様7 

お買い上げいたださまして、ありびとラございます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
き、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所に保証 
書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案内ととも 
に大切に保管してください。 


修理について 裏表紙 


才ーデイオ機器の正しい ffi いかた 

オーディオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 


給表をについて 

この「取扱説明書」および製品の表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラになっています。 
内容をよく理解してか5本艾をお読みください。 


A 警告 
A 迂意 


この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人び死亡または重傷を負う可能性び想定 
される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性び想定される内容 
および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


絵表示の例 


A A 記号はを意(警告を含む)を促す内容びあ 
ることを告げるものです。図の中に具体的 
なを意内容(左図の場合は感電を意)び描か 
れていまず。 



Q 記号は禁止の行為であることを告げるも 
のです。図の中や近傍に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止)び描。、れています。 


を 

〇 


♦記号は行為を強制した0指示する内容を 
告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な指示内容(左上図の 
場合は電源プラグをコンセントか5抜いて 
ください)び描かれています。 



■ 故障したままの使用はしない- 


A を) 


♦万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると、火災•感電 
の原因となります。すぐにアンプの電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから 
巧いて < ださし、。 


電源プラグをコンセント 
から抜いて<ださい 


煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 


■ 改造しない- 



参本機を分解、改造しないでください。乂災•感電の原因となります。 


■ 水のかかるところに置かない- 



韶證•風呂場では使用しないでくださし、 


火災•感電の原因となります。 


0 水说れ ♦本機は屋内専用に設計されています。め5さないようにごを意ください。内部に水び入る 
と、火災-感電の原因とな0ます。 


■ 水の入った容器を置かない- 


0 


♦本機の上に花びん、植木鉢、コッス化粧品、薬品や水などの入った容器やルさな金属物を 
置かないでください。こぼれて中に入った場合、乂災•感電の原窗となります。 


■ 中に物を入れない- 


0 


♦本機の内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだ0落とし込んだ0しないでくださ 
し、。义災' 感電の原因とな D ます。 
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A 警告 


■ 中に水や異物が入った日 


A© 

電ミ原プラグをコンセント 
からないて<ださい 


♦万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐにアンプの電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか5巧いて販売店にご連絡ください。 


么ミ主意 


■ 設置上のま意 

0 


♦ぐ5ついた台の上や傾いた所、厚手のじゅラたんの上など不安定な場所に置かないでくださ 
し、落ちたり倒れたりして、けがの原因となることがあ0ます。 

♦移動させる場合は、スピーカーユニットに手をかけないでください。故障やけびの原因とな 
ることびあ0ます。 

♦移動させる場合は、アンプの電源スイッチを切0、スピーカーコードをはずしてか5行って 
ください。落下や転倒など思わ城事故の原因となることげあります。 


■ スピーカーコードは 安全な場所へ 



♦スピーカーコードの配線された位置によっては、つまずいたり引っかかったりして、落下や 
転倒など事故の原因となることびあります。スピーカースタンドを利巧した場含や高い所に 
置いた場を、壁に掛けた場合など、特にごを意ください。 


■ 次のよラな場巧に置かない 


0 


♦調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるような場所に置かないでください。火災•感 
電の原因となることびあ0ます。 

♦湿気やほこりのをい場所に置かないでください。火災-感電の原因となることびあります。 


■ 接続について 

A 


♦本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよ<読み、電源スイッチを切0、説明に従って接続して<ださし、。 


■ 使用上の注意 


Q 


♦電源を入れる前にはアンプの音量（ボリューム）を最小にして<ださい。過大入力でスピー 
力一を破損した0、突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることがあ0ます。 
♦長時間音びひずんだ状態で使わないでください。スピーカーなどび発熱し、火災の原因とな 
ることびあ0ます。 

♦音量を上げすざないよラにごを意ください。ちを刺激するよラな大さな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響を与えることげあります。 

♦本機に乗ったり、ぶ5下がったりしないでください。特にお子様にはごま意ください。倒れ 
たり、こわれたりして、けびの原因となることびあ0ます。 

♦キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利巧した製品を近づけないでくださ 
し、磁気の影響で製品が使えなくなったり、データび消失することびあ0ます。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽わ、時間と場所によっては気になるものです。 

隣近所への配慮を十分しましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのわ一つの方法です。 
お互いにむを配0、快い生活環境を守りましょう。 
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主な巧長 


ウ ーソア ■ユー ット- 

■新開発 A - OMF 振動板 

さ5に高剛性化された A - 日 MF 振動板を採用。厚みを増すとともに、ダストキャップを一体化することで、剛性を飛躍的に 
向上しています。 

■バランスドライブ 

熱容量び大きく、耐熱性と耐入力性に優れたゆ 38 mm のボイスコイル採用。駆動部を従来の中む駆動か5振動板の最適位 
置に配置することにより、振動板の分割振動を低減し、ピストンモーション領域を拡大しました。 

■新開発エッジ、ダンパー 

支持系であるエッジは、放射音のかない V 字型エッジを採巧。ダンパーは応答び速<、上下対称性に優れた形状を採用。 

ツイーターユニット- 

■リングドライブ 

中央部び振動しないリング型振動板を採用。徹庭した形状解析により、分割振動を大幅に低減し、ピストンモーション領 
域の拡大に成功しました。 

■反射低減構造 

振動板周辺に徹底した反射防止対策。振動板周辺部品の最適形状の解析と新材料の採巧によ0、不要な振動反射を低減し 
ました。 

キャビネッ I - 

■ Takamine Acoustic Voicing TECHNOLOGY 

(株）高峰楽器製作所と共同開発したスピーカーキャビネット。 TAKAMINE ギターと同じ材料、構造、仕上げのため、ス 
ピーカーュニットだけではなくキャビネット全体か5自然で豊かな響きび得5れます。キャビネット本体はマホガニーを 
使巧しています。 

■台座 

□ーズウッド積層材より削0出しています。 

その他- 

■ AERO ACOUSTIC DRIVE ■バナナプラク対庶金メッキ真諭削り出し夕ーミナル 

■ドイツ WIMA 社製フイルムコンデンサー ■レーザー加工による象嵌 「0 NKY 0」 □ゴ 


各部の名前 











接続のしかた 


•本機とアンプを接続するときは、アンプのボ U ュームは出力最ルにし、電源プラグを巧いた状態で行ってくださし、。 
•本機の定格インピーダンスは 4 n です。接続するアンプは 4 n に対応したわのをご使用ください。 

•ち側に使用するスピーカーはアンプのスピーカー端テの R (ち）に、左側に使用するスピーカーはアンプのスピーカー端 
テの L (左）に接続してください。 

• プラス©とマイナス©を間違って接続すると、音び不自然になりますのでごを意ください。 

•スピーカーコードのしん線はよくよじり、確実にスピーカー端テに接続してください。 

• スピーカーコードを軽く引っ張ってみて確実に接続されているかどうか確認してください。 


ち側 ( R チヤンネル)の 


左側 ( L チヤンネル)の 




本機のスピーカー端テは市販のバナナプラグタイプのスピーカーコードを接続すること 
ちでさます。その場合は、スピーカー端子のねじを締めてか5プラグを端テ中央の巧に 
差し込んでください。 


寺乃肖■►(李) 

バナナプラグ 


を険 

回路の故障を防ぐため、スピーカーコードのしん線のプラスとマイナスあるいはしと 
R などを絶巧に接軸させないでください。 


罰の 






ffi いかた 


■付属のコルクスペーヴーを使ラ 

よ0よい音でお楽しみいただくために、付属のコルクス 
ペーヴーのご使巧をおすすめします。 

また、コルクスペーサーを使用することで、すべ0にくく 
安定して設置することびでさます。 

本機底面の四隅にコルクスペーヴーを貼0付けてご使巧く 
ださし、。 


コルクスぺーサ ー 



■付属の保護カバーを使ラ 

スピーカーの使用後、または長期間使用しない場合は、付 
属の保護カバーを使用することをおすすめします。 

ホコ U や傷か5スピーカーを保護するだけでなく、曰焼け 
防止にもな0ます。保護カバーを被せる場合は、前後の向 
きを確認して被せてください。保護カバーを外す場合は、 
ひっかか5ないよラにゆっくり外してくださし、。 


■スピーカーシステムの設置場所について 

スピーカーシステムの音質は、それを設置する部屋の構 

造、広さ、家具の配置や大きさなどによって大きく変化し 

ます。より良い音で音楽を楽しんでいただくために、次の 

よラなことにご注意ください。 

•スピーカーシステムを床に直接置をますと、低音び出過 
ぎていわゆるブーミーな音にな0ます。スピーカースタ 
ンドまたはブ n ック、レンガ、堅い棚等の上に置くよう 
にして < ださし、。 

•このとき、スピーカースタンドと床との間、またはス 
ピーカーシステムとスピーカースタンドとの間にガタツ 
キびありますと、質の良い低音げ得られませんので、付 
属のコルクスペーヴーまたはコインのよラな金属板を 
使ってガタツキびなくなるよラにしてください。 

•棚のよラにスピーカーシステムと接触する面積びにいと 
きは、間に付属のコルクスペーサーやコイン等をはさん 
で面接触か5点接触に変える方び一般に良い音質び得5 
れます。 

コルクスぺーヴ ー 
やコインなど 





• 低音が足りないときは、スピーカースタンドを低くして 
堅い壁面の前に置くと、低音を豊かにすることができま 
す。 

• 一般に、部屋の中では家具や壁の影響で音質び変わりま 
す。できる限り左ちの音響条件げ揃ラことび、ステレオ 
再生の場含、良い結果になります。 

•お聞さになる位置（リスニングポジション）び左ちのス 
ピーカーシステムを底辺とした正王角あの頂点、または 
頂点よりかしラしろになるよラに設置するのび理想的で 
す。 

•スピーカーシステムの正面にガラス戸や堅い壁びある 
と、音び反射し、ある周波数だけ共振することびありま 
す。このよラなとさは、厚手のカーテン等をかけて販音 
処理をすることをおすすめします。 
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取り扱いについて 主な仕様 


■キャビネットについて 

本纖ま TAKAMINE 半夕一と全く同じ材料、加工、仕上げを 
巧っております。楽器に使われている板材は無垢の材料で 
あるため、通常の製品と比べて環境に対して非常に敏感で 
す。特に湿度の極端に低いところや高いところ、温度の高 
し、ところでは、材料そのちのび変形した0、ひどい場合に 
は割れたりすることがあ0ます。設置環境には十分ごを意 
ください。また、無垢の材料を使用しておりますので、工業 
製品とは異な0、一つとして同じ木目模様のわのはあ0ま 
せん。これは原材料の木の年輪び表面にあらわれているた 
めで、不規則な模様の変化や、濃淡の変化といった個性を 
持っています。 

オンキヨーの製品は、自然が与えてくれる要素をできる限り生 
かしたいと考えています。このような個性も音楽を再現する 
道具の一部としてなわってください。塗装や仕上げの品質に 
関しては、当社び定める基準できびしく管理しております。 

■お手入れについて 

製品の表面は時々柔5かい布でか5ぶさしてください。堅 
し、布や、シンナー、アルコールなど揮発性のちのは、ご使 
用にな5ないでください。化学ぞラさんなどをお使いにな 
る場合は、それに添付のを意書さなどをお読みください。 

■ カラーテレビやノぐノコンとの^^使用について 

一般にカラーテレビやパソコンに使用されているブラウン 
管は、地磁気の影響さえ受けるほどデリケートなので、普 
通のスピーカーを近づけて使用すると、画面に色む5やひ 
ずみび発生します。 

本磯は（社）電子情報技術産業協会 （J 曰 TA) の技術基準 
に適合した防磁設計を施しているため、テレビなどとのお 
接使用び可能です。ただし、設置のしかたによっては色む 
5び生じる場合びあります。その場合は一度テレビの電源 
を切り、1日分〜3日分後に再びスイッチを入れてくださ 
し、。テレビの自己消磁機能によって画面への影響が改善さ 
れます。その後も色むらび残る場合はスピーカーをテレビ 
か5離してください。また、おくに磁石など磁気を発生す 
るものびあると本機との相互作巧により、テレビに色む5 
び発生する場含びありますので設置にごを意ください。 

一 ■<—*»•■ - 
ごな意 
一-*-*-- 

• テレビなどの近くに置く場合、テレビか5出ている電磁波の 
影響でオーディオ機器の電源を切っていてもスピーカーから 
雑音を発生することがあります。この雑音が気になる場合 
は、テレビか5さ b にスピーカーを離してご使用ください。 
•本機のスピーカーユニットには、非萬に強力な磁石を使用し 
ております。スピーカー前面にドライバー等の金属を近づけ 
ないで<ださい。吸い付けられてけがをしたり、振動板が破 
損する原因となります。また、キャッシュカード、フ□ッ 
ピーディスク等の聴気を利用した製品を近づけないでくださ 
し、。磁気の影響で製品が使えなくなったり、データび消失す 
ることびあります。 

■取り扱い上のご注意 

本磯は通常の音楽再生では問題ありませんび、次のよラな 
特殊な信号び加え5れますと、過大電流による焼損断線事 
故のおそれびあ0ますのでごを意 < ださし、。 

®FM チューナーび正しく受信していないときのノイズ 
@発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
感 オーディオチェック用 CD などの特殊な信号音 
® マイク使用時の八ウリング 
感 テープレコーダーを 早送りしたときの音 
® アンプび発振しているとさ 

@ピンコードなど、接続端テの抜を差し時のショック音 


お式： 2ウェイバスレフ型 

定格インピーダンス： 4 n 

最大入力： 20日 W 

定格感度レベル： 80dB/W/m 

定格周波数節囲：已日 Hz 〜1日 OkHz 

ク□スオーパ’一周波数： 3.5kHz 

キャビネット内容積： 4.2 リットル 

外お寸法川畐 X 高を X 奧衍： 133x27 日 X22 日 mm 

質量：を 9k 呂 

使用スピーカー：ウーファー:1 0cm A- 日 MF コーン型 
ツイーター; 3cm リング型 
ター S ナル；バナナプラグ対応金^ッキ真諭削0出し 
防磁設計：有 （J 曰 TA) 

付属品：コルクスペーサー （8 個） 

保護カバーに枚） 

取扱説明書（本書 1) 

取り扱いのごを意 （1) 

保証書 （1) 

オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご案内 （1) 

《仕様およびが観は性能向上のため予告なく変更すること 
びあ0ます。 




修理にごいて 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していまずので、お買い上 
ばの際にお受け取0 ください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よ<お読みいただを、お調べ< 
ださい。本機政外の原因わ考え5れます。ご使用の他の 
オーディオ製品もあわせてお調べください。それでちなお 
異常のあるときは、電源プラグを巧いて修理を依頼してく 
ださし、。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご 
案内」記載のおおくのオンキヨー修理窓口までお知5せ< 
ださし、。 

►•おち前 

^お電話番号 

^ご住所 

►製品る I D-TK10 I 
^できるだけ詳しい故障状況 


■オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案 
内」をご賣くださし、。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはおおくのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談<ださし、詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近<のオンキヨー修理窓□へご相 
談ください。修理によって機能び維持できる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り撥最低8年間保有し 
ています。この期間は経済産業省の指導によるものです。 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。保有期間経過後でを、故障箇所によっては修理巧 
能の場合びありますのでお買い上げ店、またはお近くの才 
ンキ ヨー 修理窓 □へ ご相談ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

修理を依頼されるとをなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO. 

tT ン^>3■が K 巧ミ紅 

本せ大阪お寝屋川市日新町 2-1 干 572-8540 

製品のご使用ちまについてのお問い合わせ先：カスタマーセンター 

ナビダイヤル®日已7日 (01)81 11(全国どこか5でを市内通話料金で通話いただけます) 

または0072 (831)81 11(携帯電話、 PHS から） 



http://www.jp.onkvo.com/ 
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